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ガ
ヰ
チ
ョ
ウ
醒
ヶ
井
町

金
抑
仰
の
川
名
。

も
と
滞
の
老
目
前
旧
民
ハ
直
之
系
)
の
下
屋
敷
で
、
土

伎
の
家
中
と
呼
ば
れ
た
が
、
明
治
四
年
凶
月
改
め
て

m
e列問
と
名
づ
け
た
。

ザ
ヤ
シ

鈴
師

開
山
政
の
時
、
専
ら
万
釜
の
諜
漆

を
明治

と
す
る
も
の
で
、
徐
一
仰
と
は

自
ら
別
回
開
で
あ

る
。
そ
の
有
名
な
る
も
の
に
町
民
叉
之
沃
が
あ
っ

て
、
川
均
加
賀
時
前
の
俸
を
受
け
、
賀
川
川
元
年
出
川侠
の

北
野
一
刑
祉
に
得
逃
し
た
斑
万
の
室
も
そ
の
作
で
あ
っ

た
。
叉
安
永
以
前
よ

b
鞘
附
を
識
と
し
た
も
の
に
梅

川
九
泌
が
あ
り
、
そ
の
門
人
長
次
は
文
化
・文
政
、

長
次
の
子
策
之
訟
は
ぷ
永
安
政
頃
の
良
工
で
あ
っ

た
。
之
と
同
時
に
越
中
白
山
の
人
平
野
隊
兵
衛
が
金

持
に
来
て
、
江
戸
風
の
続
法
を
似
へ
た
。
滞
米
に
は

一品
局
遮
右
衛
門
・小
限
伊
太
郎
・杉
本
惣
育
等
の
各
が

似
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

野
川
の
一
白
河
口
は
、

今
の
大
野
部
訴
の
阪
で
必
に
入

。旬
、
そ
こ
に
大
野
協
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ザ
ラ
ノ
ク
ヘ

Z

佐
夏
の
九
兵
衛
石
川
純
佐
山
民

の
百
姓
。
先
組
九
兵
衛
は
能
史
郡
山
崎
越
な
る

一
向
一

授
の
将
鈴
木
出
羽
の
家
老
筋
で
あ
っ
た
。

二
代
九
兵

衛
前
田
利
長
か
ら
十
村
合
命
ぜ
ら
れ
、
=
一
代
九
兵
衛

そ
の
後
を
鱗
ぎ
、位
、
北
八
年
か
ら
流
入
扶
持
守
交
け
、

承
郎
=
一
年
間
九
段
に
改
め
、
川
明
川
町
二
年
老
的
脅
以
て

十
村
の
峨

dr除
か
れ
、
時
治
二
年
間
目
。
そ
の
扶
持
前

九
段
は
安
年
四
代
九
兵
衛
も
亦
之
青
綴
い
だ
。

サ
ラ
ノ
ミ
ヤ
佐
鐙
宮

佐
山
訓
宮
は
出
山
七
祉
の

一つ

で
、
石
川
郡
河
内
庄
佐
良
村
に
銀
座
L
、
社
地

を
今
純
限
立
と
い
ふ
。
白
山
記
に
『
又
有
二
迎
副
一

名
z

佐
縦
大
関
御
宮
一
本
地
不
動
明
王
。
夫
元
五

年
一
刊
抽
出
国
的
資
山
町
4

小
枇
一
時
間
早川松
、
撚
山
間
位
相
官
、
台

子
術
、六
防
御
子
、本
仰
大
日
如
来
。
民
皆
川
和
叩
叫
二

字
、
五
削
ニ
而
部
門
品
一

宇
治
昌
川知之
o
V
A
有
二
枇
↓

名
古
ハ
所
管
当
二
字
、
湖
底
。
父
有
-
-
一
枇
。
伝
z
凶酬明

跡
。
』
と
い
ひ
、
別人

『
佐
山
馴
宮
、
本
川
叫
不
酬
明
王
、
挑ん

雄
知
=
金
鯨
宮
↓
早
松
ハ
山
口
・文
珠
也
。
二
相
川
子
ノ

本
地
歎
。
』
と
も
あ
る
。
さ
れ
ば
源
平
山
旧
日
世
間
町
府
世
間
淑

山
へ
制
興
鋲
の
段
に
、『
白
山
七
所
の什山
中
に
、
佐川時

の
早
松
の
御
輿
を
節
句
器
る
。
本
地
は
不
動
明
王
閉
山

開
除
伏
の
念
怒
の
形
、
貸
出
版
置
の
大
別
別
な
り
。

安
元
三
年
正
月
時
日
半
未
は
昔
日
也
と
て
御
出
門
あ

り。
』
と
あ
る
が
、
平
松
明
一岬
は
佐
山
肌
骨
山
の
邸
内
に
あ

る
小
駐
で
、
そ
の
不
動
明
王
や
山
本
地
と
す
る
の
は
佐

即時明
前
の
方
で
あ
る
か
ら
、
こ
也
、
は
『
早
松
の
』
の

三
容
が
街
で
あ
る
と
肝
心
は
れ
る。

随
う
て
式
内
等
笛

枇
犯
の
、
『
佐
川
棚
宮
跡
到
。
河
内
庄
佐
良
村
銀
座
o

m--早
必
明
制
4

白
山
比
時
利
子
。
白
山
七
枇
之
一

祉
也
。
』と
い
ふ
は
、
制叫平
山間
日
間
把
に
よ
っ
て
烈
ら
れ

た・も
の
で
あ
ら
う
。

サ
ラ
佐
一
一良

石

川
郡
河
内
庄
に
印
す
る
部
古
川。

白
山
七
駐
の
う
ち
佐
都
宮
は
こ
h

に
在
る。

句
径
の

革
路
必
に
、
『
石
川
部
さ
ら
・よ
し
野
に
分
入
て
、
花

に
来
て
袋
も
こ
と
さ
ら
よ
し
叫
削
減
山
彦
』
と
あ
る
。

サ

ラ

佐

綾

南
部
寺
文
怨
に
同
寺
領
得
締
郷
佐

附
怖
が
あ
る
。
然
れ
ば
こ
の
佐
織
は
能
曲目
制
得
栂
郷
に

回
す
る
も
の
で
、
能
美
郡
山
上
郷
の
商
佐
良
叉
は
石

川
榔
の
佐
良
と
奨
な
る
が
、今
そ
の
地
名
を
存
せ
ぬ
。

サ
ラ
ダ
ケ
佐
夏
目
拙
石
川
郡
に
邸
す
る
。
源
平

崎
袋
記
に
『
平
家
は
嘱
舵
山
を
即
附
さ
れ
て
、
加
賀
凶

宮
腹
佐
良
級
の
出
に
帥
を
取
。
』
と
あ
る
。
佐
良
綴
は

海
岸
の
砂
丘
で
、
式
内
大
野
副
聞
神
社
の
一
的
制
地
で
あ

る
。
そ
の
佐
世
に
就
い
て
は
額
々
に
考
山
摂
さ
れ
て
ゐ

る
が
、
枇
脱
が
大
野
泌
で
あ
る
こ
と
ι
へ

そ

の
枇
殿

の
傍
に
起
っ
た
部
協
が
宮
腰
〈
今
金
石
〉で
あ
る
こ
と

の
総
件
に
諮
す
る
お
に
は
、
宮
脇
よ
り
も
束
、
大
野

川
の
沼
河
口
の
商
に
在
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
大

ザ
ラ
ヤ
シ
キ
血
屋
滋
延
貸
金
部
川
に
、
出
羽

一
一
裕
町
の
入
口
と
永
以
左
京
街
地
と
の
聞
に
空
地
が

あ
り
、
白
川
町
九
年
以
後
、
京
阪
の
上
地
と
共
に
限
川
氏

の
邸
内
と
な
っ
た
が
、
こ
の
空
地
は
低
地
で
間
山
屋
敷

と
い
ひ
似
へ
ら
れ
た
。
世
間
り
の
掃
州
問
屋
政
は
こ

こ
な
る
べ
き
か
と
い
ふ
。
学
即
刷
機
山
田
鉱
に
、
『
江
戸
番

町
に

M
M
加
の

mあ
旬
、
そ
の
殺
せ
る
女
の
名
を
溺

と
い
」
。
又
内
石
紳
切
に
、
加
mu
に
小
的
知
俗
と
い

ひ
し
人
、
阪
の
内
に
釘
あ
り
と
て
殺
せ

L
女
の
名
も

刻
と
い
ふ
よ
し
。
皆
ゆ
か
り
あ
る
ゃ
う
の
人
を
同
日
さ

ず
取
従
せ
り
。
背
任
な
ら
ず
や
。
』
と
犯
し
て
あ
る
。

l
ヲ
パ
タ
ハ
リ

マ
小
師
端
際。

サ

ル

猿

今
は
加
賀
・
様車官
二
凶
で
は
白
山
の

両
日出
な
る
大
山
肌
山
方
而
又
は
地
獄
の
拠
の
外
に
秘
そ

見
ぬ
ゃ
う
で
あ
る
が
、
官
は
深
山
京
ろ
市
山
に
多
臓
銭

円叫
し
た
。
令
晶
子
有
斐
が
白
山
山
邸
周
一
献
に
於
け
る
十

月
十
一
点
目
の
記
取
に
、
『
明
削
釦
問
=
技
師
M
4

出
盟
z
東

山
u
強
制
千
百
円
ア
群
。
或
務
v

制
。
或
帆
ヂ
催
。
或
倒

点
目
共
子
吋
給
腕
制
辿
。
品
川
口
川
北
o
m
v
Bγ」日
。
山

狼
預
知
ν
公
述
ら
」
也
。
今
川
臥
必
大
3
M問。
』
な
ど
L
見

え
る
。サ

ル
ガ
ク

掻由開

設
位
指
の
街
阿
は
、
白
山
比
時

制
枇
政
三
宮
古
記
成
永
四
年
白
山
宮
臨
時
mmm
の
僚
に

見
え
、
十由民俗三
年
能
債
総
持
寺
諮
問日
の
隙
の
上
榔
次

第
中
に
も
、
日
制
繁
三
郎
と
記
さ
れ
て
料
る
o
こ
れ
等

は
皆
剛
山
永
の
狼
祭
政
平
以
前
の
叫
に
闘
す
る

o
M
に

し
て
附
阿
蛸
一
苅判例
の
大
和
よ
り
山
で
弘
、
柑
川
団
地
足
利

義
"耐
の
出
作
削
昨
る
や
、上
下
皆
之
t
r一氏
航
し
た
』
」
と
、

後同
国
昧
杷
永
和
四
年
六
月
七
日
の
僚
に
、
『大
和
狼
祭

児
認
、
自
=
去
切
-
大
脳
出
=
変
之
「
問
v
附
似
ν
山川。

如
ν
此日制
禦
昔
、
乞
食
断
行
也
。
川
口
問
近
仕
之
係
、

間
以
欣
山川
之
尚
。

出
=
問
財
産
一
典
=
物
於
此
円
ん
由
之

入
、
川
=
大
樹
既
存
4

抽
出
大
名
町r
m
n
s
m
胸之一

政
及
--

三
四
八

{
呂
方
二
主
々
。
比
興
都
也
。』

と
い
へ
る
が
如
〈
、
大

和
猿
祭
の

兇
認
は

印
ち
元
消
を

鉱
閉
と
す
る
も
の

で
、
彼
の

m
Eに
十
六
蹴
、
白
に
新
獄
抽
出
勤
刷
(
の
忠

明
則
で
あ
っ
た
。
後
川
出
昧
犯
は
父
同
日
の
但
恥
に
恥

い
て
、
此
の
白
紙
附
の
削
(
迎
な
ろ
を
以
て
、

部品一川は

四
僚
東
澗
院
で
之
を
見
た
が
、
そ
の
桂
川
蹴
は
れ
州
出

根
介
の
締
へ
る
閉
山
あ
っ
た
こ
と
キ
・-一百
」
が
、
こ
の
出

模
介
は
呂
家
で
あ
る
。
凡
家
と
部
品
rι
闘
と
の
聞
係
此
く

の
如
〈
、
諮
揃
と
狼
繁
と
の
開
聞
係
か
の
如
し
と
す
れ

ば
、
昌
家
が
刑
制
仰
を
こ
の
児
踏
に
奥
へ
て
、
大
制
山

所
存
に
附
は
ん
と
し
た
る
も
の
L

一
人
た
る
べ
き
は

論
な
く
、
猿
繁
の
純
子
が
加
賀
に
指
か
れ
た
闘
付
、

退
く
此
の
時
に
初
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
天
文
の
頃
に

も
叉
加
賀
に
狼
祭
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
術
大
協
定
文

普
天
文
十
周
年
分
間
州
よ
り
怠
御
公
用
凶
定
に
、
『
弘

首
文
山
上
郷
=
一
ヶ
陀
さ
る
が
〈
共
す
込
め
。
』
と
ホ
る

に
依
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
=
一
ャ
の
庄
は
能
炎
・H
K

野

・
一
向
聞
で
、
石
部
水
八
附
領
で
あ
る
。
さ
れ
ば
加

賀
の
狼
祭
が
、
此
等
の
代
官
に
拭
い
て
、
歳
時
に
米

銭
を
絢
泌
す
る
の
伯
郡
も
あ
っ
た
な
る
べ
〈
‘
石
川

水
の
米
枇
で
あ
っ
た
小
松
多
太
八
怖
の
如
き
も
、
亦

こ
の
掛
世
田
市
が
そ
の
-州
事
に
奉
仕
し
た
の
で
あ
ら
.、。

而
し
て
彼
等
が
務
総
大
夫
一
波
と
同
系
の
も
の
で
あ

る
べ
き
は
、
山田長
九
年
λ
月
六
日
前
問
利
長
が
、
先

に
職
務
を
得
た
報
授
の
お
に
、
石
川
泌
さ
ら
た
け
明

利
に
耐
取
能
興
行
を
命
じ
た
文
部
に
、『
能
努
小
松
川
起

に
槌
在
候
詩
的
を
以
て
、
司
申
さ
ら
た
け
明
耐
…脚部

大
夫
と
し
て
、
仮
説
能
可
興
行
候
。
』
と
き
へ
る
に
て

知
ら
れ
る
。
持
続
氏
は
山
根
氏
時
代
か
ら
の
能
大
夫

で
あ
る
と
せ
ら
れ
、
別
に
室
町
末
期
に
起
っ
た
披
吉

氏
が
あ
り
、
拙
山
政
時
代ナ
ザ
一
辺
じ
て
そ
れ
が
前
川
氏
の

繭
大
夫
で
あ
っ
た
。

サ
崎
山
ガ
h
y
メ
ン
パ
イ
ロ
ン

申
制
調
克
癒
論

JUI 。


